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　令和７年11月29日（土）、ロイヤルパインズホテ
ル浦和　プラチナルームにて、当協会設立60周年
記念式典・記念講演を開催しました。多くのご来賓
の方々や、歴代の理事・委員、関係者の皆様にご臨
席賜り、盛会のうちに終了いたしました。
　第一部では、30年以上に亘り当協会にご尽力い
ただいた名誉会長山内俊雄先生に「埼玉県精神保
健福祉協会に期待すること」をテーマにご講話い
ただきました。
　こころの病に関わる意識が「隔離→保護→医療
（精神保健）→福祉→共生」と変化してきた歴史を
踏まえ、「障害を持つ人も持たない人も一緒に共に
歩んでいく。誤解や偏見、差
別を解消していくことが大
変重要」と共生社会につい
てお話しくださいました。
　当協会に期待することと
して「木が枯れないように、水をやり続けること」
そして「たゆまぬ、不断の、目標に向けた努力とそ
れを支える組織を確かなものにすること」と示さ
れました。協会の設立目的から今日までの歩みを

振り返り、今後の方向性を再確認する貴重な機会
となりました。精神保健福祉の活動は、直接的な成
果が見えにくいこともありますが、社会に静かに
浸透し着実に成長していきます。その過程を信じ
て「水やり」を続けていきたいと感じました。
　第二部は記念講演として、第１回こころの健康
講座（若者自殺予防講演会）を開催しました。講師
は埼玉医科大学病院神経精神科・心療内科診療部
長　松尾幸治先生、座長は埼玉県立精神保健福祉
センター長　坂田増弘先生にご登壇いただきまし
た。「現代社会とうつ病」をテーマに近年の自殺の
動向、とりわけ若年層の自殺の状況とうつ病治療
について最新の知見を交えつつ解りやすくご講演
いただきました。

　本講座は、広く県
民の方に視聴いただ
けるよう、令和８年
１月15日（木）から同
年３月６日（金）まで
動画配信をいたしま
した。
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　過日、協会設立60周年記念式典に一般会員とし
て参加する機会をいただきました。顔見知りの
方々とお会いしながら、かつて精神保健福祉協会
の委員の一人として活動に参加していた頃の記憶
が、懐かしくよみがえってまいりました。そんな余
韻が冷めやらない頃に、合わせて協会より思いが
けない突然の執筆依頼の電話が入り、ペンをとる
こととなりました。協会の活動で、職域の異なる
方々との交流は教えられることが多く心の財産と
なっております。その中で心の病いを生きてゆく
その人が、医療と関わりながら社会の中で生きて
いくためには、いまさらに社会的支援は欠かせな
いものという考えに至りました。それは自然な成
り行きでございました。そうした活動の経験から
精神保健福祉という言葉の響きについてはいろい
ろな想いがございます。
　私が「心の医学」の世界に飛び込んでみようと心
を決めて、恩師との初めての面談の場面が昨日の
ことのように思い出されます。恩師は「これから
先、精神科医として生きていくのであれば心の病
いを生きている人たちが、障害を背負って生きて
いる人たちが、どこでどのような生活を送ってい
るのか、このことを忘れることがあってはいけま
せん。もしそうであれば、心の病いは見えてはこな
いのですよ。」と静かにお話しなされました。57年
前の遠い記憶の話でございます。診察を終えた方
が診察室を出て行かれるまで、私はその後ろ姿を
見送るようにしておりますが、恩師とのあの日の
約束は、そのような形で今の私の日常に息づいて

おります。
　病いとの出会いを繰り返す私たちの一生は、支
える・支えられる関係性の時間であるとともに、
「内」なる「私」の「心の世界」に向き合い続けてゆく
時間の流れでもあります。命の時間の継承につい
て、私はそのように理解しております。時計の針を
57年前に戻して、「私たちは継承してきた命の時間
を今、生きているのでしょう。」という答えを用意
して、恩師との面談の続きを…と、ふと想うことが
ございます。
　日々の喧騒の中で私たちは不安や緊張、時に「う
つ」といった感情に晒されて疲弊しております。医
療や福祉に関わっているからといって必ずしも心
が強いわけではありません。そのようなとき、精神
保健の精神療法的側面が心の疲れを前にして大き
な力を発揮いたします。精神保健の社会的意味合
いがみてとれるような思いがいたします。医療と
福祉それぞれの裾野の広がりの中で、これからも
精神保健は変わることなく両者の橋渡しの役割を
担ってゆくのではないでしょうか。
　このたび協会誌の紙面に新たな企画が生まれま
したことは、橋渡しとしての一つの広がりでしょ
うか。とりとめなくつ
ぶやいてまいりました
が、そろそろ次の「とな
りの会員さん」へ心の
リレーのバトンを手渡
し、ペンを置かせてい
ただきます。

　また、第一部・第二部の講演内容は「（仮）こころ
の衛生 60周年記念誌号」に掲載します。会員の皆
様には令和８年上半期中にお届けする予定です。

会員が自由に綴り、会員に向けてエールを送る新コーナーです。記事を通して立場や職種・フィールドの違いを越
え、地域精神保健福祉への「思い」や「価値」に触れられる場です。会員一人ひとりが少しでも前向きになり、明日も
「頑張ろう」と思える小さなヒントをお届けします。
誌上で出会う“となり”の会員さんのお話を聞いてみませんか？

新コーナー　「となりの会員さん」新コーナー　「となりの会員さん」

大平　英範　先生

「恩師との約束」　東松山病院特別顧問　大平　英範
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　令和７年10月16日（木）、浦和駒場体育館にて「み
んなで楽しもう！卓球交流会（第51回埼玉県精神
保健福祉卓球大会）」を開催いたしました。本大会
は、スポーツを通して精神障害者相互の交流を深
め、社会参加を促進することを目的としています。
昨年に引き続き、さいたま市卓球協会から10名の
審判員、多くのサポートスタッフのご協力により
大会を運営いたしました。「みんながやって良かっ
たと思える一日にしよう！」というスローガンの
もと、参加者もスタッフも一丸となって取り組み
ました。県内の精神科病院や障害者支援施設から、

S（真剣勝負）リーグに16チーム、K（交流）リーグに
12チームが参加し、白熱した試合が展開されまし
た。応援席からは「やったー！」「ナイスチャレン
ジ！」など活気ある声が響き渡り、プラカードやう
ちわで応援する姿も見られました。
　選手からは「良い汗をかきました。」「初めて出場
しましたが勝つことができて嬉しかった。」「皆さ
ん上手で素晴らしかった。」といった感想をいただ
きました。多くの参加者から「楽しかった」という
声が聞かれ、参加者相互の交流が図れた様子がう
かがえました。

　天候に恵まれた令和７年10月5日（日）、熊谷スポ
ーツ文化公園にて「令和７年度彩の国ふれあいピ
ック」が開催されました。この大会は、全ての障害
者がスポーツに親しむことができるよう企画され
たスポーツ体験イベントです。スポーツの種類は
多岐にわたり、ボッチャ、モルック、サッカーなど
様々な種目があります。当日は気温が高い中、多く
の方が楽しまれていました。
　私は屋外の補助陸上競技場でグラウンドゴルフ
の補助員を務めました。埼玉県精神保健福祉協会
やグラウンドゴルフ協会の方々と協力し、参加者
をサポートいたしました。

　グラウンドゴルフは日本生まれのスポーツで、
「いつでも、どこでも、誰でも」楽しめるのが最大の
特徴です。ゴルフのようにボールをクラブで打ち、
ホールポスト（カゴ状のゴール）に入れるまでの打
数を競い、合計打数が少ない人が勝ちます。参加者
には８ホール（所要時間30分）または16ホール（所
要時間１時間）のコースを選んでいただきます。１
人で参加した方には、スタッフが同伴し一緒に楽
しみました。
　車椅子利用者やこどもから高齢者まで、老若男
女問わず幅広い年齢層の方々にご参加いただき、
延べ107名が体験してくださいました。一緒にホー
ルを回る中で、ホールインワンを出される上手な
方もいらっしゃいました。終わり際には「楽しかっ
たからまた続けよう。」「今日は来てよかった。」と
いった感想が聞かれました。
　私自身、初めてボランティアスタッフとして参
加しましたが、この大会は運動が苦手な方でも楽
しめるスポーツがたくさんあり、交流の場として
有意義であることを実感しました。次回はさらに
多くの方々のご参加をお待ちしております。

報　告

「みんなで楽しもう！卓球交流会」に参加して
運営スタッフ　伊藤　朱里

彩の国ふれあいピック秋季大会～グラウンドゴルフ～　レポート
ボランティアスタッフ　飯島　直人
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ちょこっと 聞いても聞いても いいですか？
「趣味とか好きなことはなんですか？」この質問、私は昔から苦手です。
最近、小学生の息子たちがプラモデルにはまっています。難しい設計図を解読して作るのが楽しい長男、彩色した
り、汚したりオリジナルなものを創る次男。まさに趣味であり、そこから人や世界が広がって、「うらやましいな
ぁ。」と思います。
一方、そこまでの趣味はない私。それでも、しおしおの手に好きな香りのハンドクリームをつけて気持ちがあがっ
たり、美味しいお菓子を見つけたり、あったかいお風呂で好きなラジオを聴くのはとっても大事な時間です。
今は自分がゆるゆると緩まれる「ゆる活」をしつつ、日々を乗り越えているみたいで、今の私にとってはこの時間、
かなり大事だなぁと思っています。
みなさんは日々を乗り越えるために、どんな「ゆる活」をしていますか？ 広報編集委員　　早川　聖子

「ちょこっと、○○してもいいですか？」から始まるミニコラムです。日々の気づきや喜び、少しの失敗やささやか
な発見を、筆者のことばでそっとお届けします。読んだ人が忙しい日常の合間に自分をふと見つめ直せる、ほっと
一息つけるような一文を目指します。あとがきや編集後記に代えてお楽しみください。

　優勝チームに賞状とトロフィー、２～４位のチー
ムに賞状を授与した後、さいたま市卓球協会の山田
審判長より、「皆さんが真剣に戦う姿を見て嬉しく
思います。悔しい思いをされた方は、来年の出場を
お待ちしています。」との講評をいただきました。
　今回は半日制から一日制へ、K（交流）リーグで
は相互審判制を導入するなど運営方法が変わりま
したが、参加者をはじめ皆様の温かいご理解とご
協力により円滑に大会を進行でき、つながりを感
じられる充実した大会となりました。

　最後になりますが、取材にご協力いただきまし
た皆さまに厚く御礼申し上げます。

新コーナー　「ちょこっとシリーズ」新コーナー　「ちょこっとシリーズ」

編集後記に代えて

お知らせ

令和７年度ココロのあおぞらWEB芸術祭　開催のお知らせ

令和８年２月18日から　協会ホームページ上で公開中!!
今年度から始まった新・事業ですが　１個人・９団体　がご参加されました!!

合計66点の素敵な作品ばかりです

　当協会ホームページ
☜二次元コード

ぜひご覧ください！ぜひご覧ください！
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